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hemmine silver nitrate (GMS)染色､H
E染色およびGMSIHE二正染色接木を作製し
た｡GMS鞄色においてparenthesis-like
bodyを有する興型的なcystを認めT=とき､Pc
感染例性と判定した｡その柿果､MacacafusI
catafuscaEa(ニホンザル )52頭申4頭
(7.70/.)､M.fascfcularis(カニクイザル)
13頭申1研く7.7%)にPc感於が認められた｡そ
の他の9屑15位のサルについては､検査頭数が少な
かっT=こともあるが全て恰性であっT:｡隣性個体
について､感牡程度をWalzer et al.(1979)
に従って0.5+～4十に分獅すると､5頭申2頭
は1十､8更別ま0.5+と何れも軽度の感染であり､
Pc感染が主たる死亡原因とは考えられなかった｡
病理組織学的にはl+の2頭に肺胞中隔の肥厚､
間質の単核細胞浸潤､および肺胞への大食細胞の
浸潤が認められた｡Pcのcystは肺胞壁に付若し
て､散在し､あるいは小集塊を形成していた｡陽
性個体は何れも若令サルで､円2頭は1才以下で
あった｡また､3頭については死亡時､削疫が著
しかったことが注目された｡
霊長矧こおける触 mocysticcan'ni肺炎
に関する研究
松本芳嗣･山田 稔(京府医大 )
PIZmmOも'sticcarfni (Pc) 肺炎は､今
日､ヒトにおける極めて血要な t日和W.1感染症"
の一つとして注目を岱めている｡木肺炎はAIDS
患者､移植あるいは癌等の治戎そのT=め強力な抗免
疫摂法を受けている瓜者､あるいは先天性免疫不
全症の忍者にOf発する以外に､未熟乳幼児､栄詫
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